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食環境科学部

卒業まで大切に使用・保管してください。
この履修要覧は、皆さんが学業を進めていくうえで必要不可欠な、学部の
基本的な事項を収録したものです。再配布はしませんので、卒業まで大切
に保管してください。記載内容は2018年４月現在のものです。記載内容
の変更については掲示にてお知らせします。
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ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）
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　授業科目の履修には単位制が採用されています。単位制とは，授業科目にそれぞ

れ定められた単位があり，一定の基準（科目の単位数に見合う授業時間）に沿って， 

その授業科目を履修し，試験に合格することによってその授業科目の単位が認定さ

れる制度です。

　従って，学科または専攻教育課程表に基づく卒業要件を満たした場合に卒業とし

て認定し，学士の学位が与えられます。

　修業年限は４年です。

　在学年数は，通算して８年が限度となります。この場合において，休学年数は在

学年数に算入しません。

　授業科目には学習時間に応じた単位数が定められており，卒業要件等の基準は修

得すべき単位数として規定されています。１単位は，授業や自習（予習・復習）を

含め45時間の学修を行う計算になっており，次の基準により設定されています。

授業科目の区分と1単位あたりの学修時間

合　　計授業時間

学習時間

自 習 時 間
（予習・復習時間）

授業実施授業科目等

講 義 ・ 演 習
外 国 語 科 目
実験・実技・実習

15週
15週
15週

15時間
30時間
45時間

45時間
45時間
45時間

30時間
15時間
0時間
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　（詳細は授業時間割表およびToyoNet-G・掲示で確認してください）
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　教員のやむを得ない理由，学会等への参加，大学の行事などにより授業を休講に

することがあります。

　授業の休講は，食堂内電光掲示板，ToyoNet-Gでお知らせします。

　なお，次の場合は板倉事務課窓口に問い合わせをして，その指示を受けてください。

（１） 休講の指示がなく授業開始時刻を30分以上経過しても授業が開始されない場合。

（２） その他特別にやむを得ない状況のとき。

※休講に関する電話での問い合わせには一切応じません。

　次のような場合で，補講・集中講義を実施するときは，その内容を事前に中央掲

示板に掲示します。

（１）授業が休講となったとき。

（２）その他の理由で，特別に補講・集中講義を必要とするとき。

　３　休　　講

　４　補講・集中講義

　なお，補講は原則として各学期の補講調整期間に行いますが，補講調整期間以外

に実施することもあります。

履
修
要
綱

－ 10－



ToyoNet-Gから該当する申請書
をプリントアウトし，申請書を
作成してWeb履修登録を済ま
せたうえで，板倉事務課窓口に
提出してください
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してください）試験の日，時限，場所（教室），方法等は，次により発表します。

　学期末試験とは，各学期の最終週（試験・補講調整期間）に行うテスト等を指し

ます。例年，春学期は７月下旬～８月上旬，秋学期は１月下旬～２月上旬に実施予

定で，学期末試験時間割に従って実施します。（ToyoNet-Gで各自の時間割を確認

　平常試験とは，各授業科目の担当教員が平常の授業時間内で行うテスト等を指し

ます。
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　第１クォーターについては６月下旬,  春学期,  第２クォーターについては９月中旬

～下旬,  第３クォーターについては11月下旬,  秋学期,  第４クォーターについては

３月中旬～下旬にToyoNet-Gで発表します。
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　食環境科学部の４年次第８セメスタ以上（卒業当該学期のみ）において，卒業単

位が不足する学生が対象となります。

　再試験の受験資格，再試験の対象としない科目などについては，「食環境科学部

卒業再試験実施に関わる内規」に基づき実施されます。
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（フードサイエンス専攻）　
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食環境科学科フードサイエンス専攻３つのポリシー

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　（１）フードサイエンス専攻では，化学や生物を初めて学ぶ人にも十分学習できるカリキュラムを

編成し，食品の機能科学，栄養・健康科学，食品の安全，あるいは食育を通した食文化の維
持・向上などの専門知識を系統的に教授しています。また，基盤教育科目に社会人基礎力の
育成のための科目や短期海外研修科目を配して，キャリア形成支援とグローバル人材の育成
を行うとともに，正しい倫理観をもった技術者を育成するための科目を配して，物の見方，
考え方をしっかりと身に付ける教育を行います。

　（２）２年次からは，将来の目標に添って専門性を高める教育を行なっています。食品を健康と関
連づけて探求したい学生は，「食」を通して「いのち」を考え，食品の機能科学・栄養，健
康科学を中心に学習することで，健康の視点から食をコーディネートする総合力の修得を目
指します。食品の機能性を化学的に探求したい学生は，先端バイオテクノロジーを基礎に，
食品機能と安全，未利用食資源の有効活用，最新の分析技術を学習し，食品の安全を高度に
追及できる食品技術の修得を目指します。

　（３）「食」の視点から「生命・人間」を総合的に理解し，高い倫理観を持って社会活動に参画で
きる人材を育成するため，生命哲学，技術者倫理に関する科目を教授しています。

アドミッション・ポリシー（入学者受入れに関する方針）
　食環境科学科フードサイエンス専攻は，生命科学の視点から食を考え，最先端のバイオテクノロ
ジーを基礎に食育から食の安全・安心に至るまでの総合的な知識と技術を教授しています。
　以上の観点から本専攻は，食育・食文化，食品の機能科学，栄養・健康科学，食の安全，あるいは
食品に関わる杜会問題に興味を持ち，食を取り巻く諸問題に対して積極的・意欲的に解決したいと考
えている人を求めています。
求める学生像
　（１）食と健康あるいは食の安全など食に関する諸問題に関心を持っている人
　（２）バイオテクノロジーの先端技術を活用して，食品の機能性・安全性を探求するため，「生物」，

「化学」といった基礎科目を意欲的に勉学する人
　（３）常に自ら積極的に学ぼうとする強い意欲がある人
　（４）本学科で学んだことを活かして社会に貢献したいという目的意識と向上心のある人
　（５）勉学だけでなくサークル活動等を通してリーダーシップを発揮できる人
　（６）海外で生命と健康，食の安全・安心に係る分野で活躍したい人

　食を通じて健やかな生命を育み，質の高い暮らしを実現するためには，生命の維持に必要な「食」
の視点から生命科学を学び，生命科学の視点から「食」について考える必要があります。本専攻では
高度な倫理観と広い視野をもち，生命と健康，食の安全・安心に関わる専門技術や実践力，総合力を
修得し，食の安全に関する専門的知識と技術，技能を学び，食品関連分野で社会に貢献できるグロー
バルな食品技術者としてふさわしい能力を身に付けていることを学位授与の要件とします。
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３　年次別履修単位数制限

４　卒業論文着手条件

　下記のとおり年次別に履修できる単位数が制限されています。

年　　次 年　　間
卒業に必要な単位として

認められる科目 卒業に必要な単位として
認められない科目

春学期 秋学期

48 24 24

制限なし
48 24 24

48 24 24

48 24 24

　＜卒業に必要な単位として認められる科目＞

　　　　基盤教育科目，専門科目，開放領域（他学部他学科）

　＜卒業に必要な単位として認められない科目＞

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ58参照）

　※既に単位を修得した科目は履修できません。

　卒業研究・卒業論文に着手するのは４年次のはじめ（第７セメスター）からです。

着手するためには３年次（第６セメスター）までに，下記条件を満たさなければな

りません。

※修得単位は，卒業に必要な科目として認められている科目のものとします。

　１．総修得単位数105単位以上修得している。

　２．共通教養科目の哲学・思想を４単位以上修得している。

　３．共通教養科目の自然・環境・生命を４単位以上修得している。

　４．共通教養科目の文化間コミュニケーションを，必修４単位を含み６単位以上

修得している。

　５．基盤教育科目を20単位以上修得している。

　６．専門科目の必修を実験科目11単位を含む45単位以上修得している。

　７．専門科目の選択必修を26単位修得している。

　以上の条件がすべて満たされなければ，卒業研究・卒業論文に着手することがで

きず，卒業時期が延期となります。

７．専門科目の選択必修を20単位修得している。

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ65参照）91

　卒業研究・論文に着手するのは４年次のはじめ（第７セメスタ）からです。

　着手するためには３年次（第６セメスタ）までに，下記条件を満たさなければな

りません。

※修得単位は，卒業に必要な単位として認められる科目のものとします。

　１）卒業要件となる科目で105単位以上を修得すること。

　２）基盤教育科目，哲学・思想区分より４単位以上，学問の基礎区分から４単位

以上を修得すること。

　３）基盤教育科目，外国語系教育科目区分の必修科目８単位を修得すること（外

国人留学生は除く）。外国人留学生は基盤教育科目，外国語系教育科目区分

の必修科目10単位を修得すること。

　４）上記２），３）を含む基盤教育科目で20単位以上を修得すること。

　５）専門科目の必修で実験科目11単位を含む43単位以上，選択必修で22単位以上

を修得すること。

　以上の条件を満たさなければ，卒業研究・卒業論文に着手することができず，卒

業時期が延期になります。

－ 28 －
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卒業 
要件 区　分 必修／選択 科目 

ナンバリング 科　　　目　　　名 配当学年 単位数

（
目
科
門
専

90

）
上
以
位
単

必修科目
（53単位）

必修 HLS201 基礎栄養学 ２ ２

必修 PMB202 植物バイオテクノロジー概論 ２ ２

必修 MOB201 分子生物学概論 ２ ２

必修 FOS205 食環境科学英語Ⅰ ２ ２

必修 FOS308 フードサイエンス実験Ⅱ ３ ３

必修 FOS302 食品衛生学 ３ ２

必修 APM304 食品微生物利用学 ３ ２

必修 FOS301 機能食品科学 ３ ２

必修 FOS310 食環境科学英語Ⅱ ３ ２

必修 BIC301 生体高分子化学 ３ ２

必修 APB302 応用酵素学 ３ ２

必修 ASS401 食品技術者と倫理 ３ ２

必修 SEM401 食環境科学輪講Ⅰ ４ ２

必修 THE401 卒業研究 ４ ２

必修 THE402 卒業論文 ４ ２

選択必修
（22単位以上）

選択 BAB101 基礎生物学 １ ２

選択 PHY102 物理Ⅰ １ ２

選択 BAM101 人体の構造と機能 １ ２

選択 PHY103 物理Ⅱ １ ２

選択 PHY104 物理実験 １ ２

選択 INC101 無機化学 １ ２

選択 ORC101 有機化学Ⅰ １ ２

選択 EAH102 フードコーディネート論 １ ２

選択 STS101 生物統計学 １ ２

選択 PMB201 植物生理学 ２ ２

選択 EAH101 フードスペシャリスト特別講義 １ ２

選択 ASS201 食品流通経済論 ２ ２

選択 HPH201 公衆衛生学 ２ ２

選択 FOS207 機器分析 ２ ２

選択 FOS208 食品分析学概論 ２ ２

選択 FOS204 食品学概論 ２ ２

選択 HLS202 調理科学実習 ２ ２

選択 FOS201 フードエンジニアリング

２ ２

選択 HLS203 食品物性論 ２ ２

選択 THI201 食品品質管理学 ２ ２

選択 EAH201 食育論

２ ２

選択 APA201 動物生理学 ２ ２

選択 BPC201 物理化学 ２ ２
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卒業 
要件 区　分 必修／選択 科目 

ナンバリング 科　　　目　　　名 配当学年 単位数

（
目
科
門
専

90

）
上
以
位
単

選択必修
（22単位以上）

選択 APM201 微生物生理学 ２ ２

選択 GLG201 地学概論（実験を含む） ２ ２

選択 ORC201 生物有機化学 ２ ２

選択 FOS206 食品科学特別講義 ２ ２

選択 HLS204 美味しさの科学 ２ ２

選択 FOS202 食品化学 ２ ２

選択 SEP202 地学 ２ ２

選択 FOS307 生物資源利用学 ３ ２

選択 SGB301 植物遺伝育種学 ３ ２

選択 AMC301 遺伝子工学 ３ ２

選択 AMC302 食品バイオテクノロジー ３ ２

選択 FOS304 食品官能評価概論 ３ ２

選択 HLS301 応用栄養学 ３ ２

選択 FOS309 食品安全学 ３ ２

選択 APM301 プロバイオティクス ３ ２

選択 FOS303 食品検査概論 ３ ２

選択 PHP301 ファイトセラピー論 ３ ２

選択 HLS304 食品包装論 ３ ２

選択 EER301 環境修復学 ３ ２

選択 APM303 食品微生物制御学 ３ ２

選択 CPH301 食品添加物概論 ３ ２

選択 CIV301 実務研修 ３ ２

選択 ITS301 知的財産法 ３ ２

選択 FOS306 食品加工貯蔵学 ３ ２

選択 FOS305 HACCP論 ３ ２

選択 PMC301 予防・臨床栄養学 ３ ２

選択 DEV301 バイオエネルギー ３ ２

選択 SGB302 動物バイオテクノロジー ３ ２

選択 SEM402 食環境科学輪講Ⅱ ４ ２

選　　択

選択 ECE101 生態学 １ ２

選択 ALG101 微分積分学 １ ２

選択 AHS101 スポーツと栄養学 １ ２

選択 BAA101 解析学 １ ２

選択 HLS205 味とニオイの科学 ２ ２

選択 APM202 微生物利用学 ２ ２

選択 ECO201 地域産業論 ２ ２

選択 HLS302 スパイスの科学 ３ ２

選択 ECO301 マーケティング入門 ３ ２

選択 APC301 香粧品化学 ３ ２

選択 HLS303 ソムリエ講座 ３ ２
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EDU401 教職実践演習（中・高）
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１ ２ ３
食環境科学部食環境科学科フードサイエンス専攻　教育課程表
2018年度入学生用

４

※斜体になっている科目は「食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）」を得るために必要な科目です。
　詳細はP103を参照してください。

食
環
境
科
学
科
（
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サ
イ
エ
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ス
専
攻
）
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１ ２ ３ ４

※斜体になっている科目は「食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）」を得るために必要な科目です。
　詳細はP103を参照してください。

食
環
境
科
学
科
（
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ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
）
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１ ２ ３ ４
授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

生命科学部　生命科学科　　専 門 科 目
分析化学
地球環境学

ゲノムインフォマティクス

発生・再生生物学 植物分子栄養学
メディカルバイオテクノロジー
糖鎖科学
脳科学
植物生化学
植物環境生理学

生命科学部　応用生物科学科　　専 門 科 目
生物統計学
技術倫理

薬物生体作用学
植物代謝化学

微生物学 環境微生物学 極限環境微生物学
酵素工学

古生物学
水処理工学
公害防止総論

安全・危機管理学
廃水処理システム学

※開放領域（他学部他学科）については，履修登録期間内に以下の手順で申請を行ってください。

　　（ToyoNet-Gからダウンロードできます。）
①　申請書の作成

②　申請書の提出
　　申請書は履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください

 （併せて，学生本人がWeb上で登録する必要があります）。
③　履修登録の確認
　　板倉事務課が指定する期間に，申請した科目が登録されているか必ず確認してください。申請が許可されなかった場合
は履修登録の修正が可能です。

食環境科学科の開放領域
（他学部他学科）

……生命科学部生命科学科・応用生物科学科の専門科目（実験・演習・卒業
論文を除く）で食環境科学部食環境科学科の学生が履修可能な科目

　2018年度以降入学生用

－ 38 －
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（スポーツ・食品機能専攻）　
第３章
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ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

アドミッション・ポリシー（入学者受入れに関する方針）
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１年次

２年次

３年次

４年次

（Ｐ91参照）
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卒業 
要件 区　分 必修／選択 科目 

ナンバリング 科　　　目　　　名 配当学年 単位数

（
目
科
門
専

90

）
上
以
位
単

必修科目
（43単位）

必修 HLS201 基礎栄養学 ２ ２

必修 FOS201 フードサイエンス実験Ⅰ ２ ３

必修 HLS301 応用栄養学 ３ ２

必修 FOS306 フードサイエンス実験Ⅱ ３ ３

必修 FOS301 食品衛生学 ３ ２

必修 FOS302 食環境科学英語Ⅰ ３ ２

必修 HSS302 トレーニング指導法 ３ １

必修 ASS301 食品技術者と倫理 ３ ２

必修 FOS310 食環境科学英語Ⅱ ３ ２

必修 SEM401 食環境科学輪講Ⅰ ４ ２

必修 SEM402 食環境科学輪講Ⅱ ４ ２

選択必修
（22単位以上）

選択 BAB103 基礎生物学 １ ２

選択 PHY102 物理Ⅰ １ ２

選択 AHS101 スポーツと栄養学 １ ２

選択 HSS114 スポーツ救急法演習 １ ２

選択 PHY103 物理Ⅱ １ ２

選択 FOS101 基礎化学Ⅱ １ ２

選択 INC101 無機化学 １ ２

選択 ORC101 有機化学Ⅰ １ ２

選択 EAH101 フードコーディネート論 １ ２

選択 PHY104 物理実験 １ ２

選択 EAH102 フードスペシャリスト特別講義 １ ２

選択 CEB201 細胞生物学 ２ ２

選択 HLS204 調理科学実習 ２ ２

選択 FOS204 食品学概論 ２ ２

選択 THI201 食品品質管理学 ２ ２

選択 FOS205 食品分析学概論 ２ ２

選択 ASS201 食品流通経済論 ２ ２

選択 ORC202 有機化学Ⅱ ２ ２

選択 EAH202 食育論 ２ ２

選択 FOS203 食品科学特別講義 ２ ２

選択 ORC203 有機化学Ⅲ ２ ２

選択 GLG201 地学概論（実験を含む） ２ ２

選択 APA201 動物生理学 ２ ２

選択 MOB201 分子生物学概論 ２ ２

選択 AHS303 栄養疫学調査

選択 SEP202 地学

３ ２

２ ２

選択 FOS311 機能食品科学 ３ ２

選択 FOS304 食品官能評価概論 ３ ２

選択 FOS305 食品検査概論 ３ ２

－ 49 －
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卒業 
要件 区　分 必修／選択 科目 

ナンバリング 科　　　目　　　名 配当学年 単位数

（
目
科
門
専

90

）
上
以
位
単

選択必修
（22単位以上）

選択 AMC302 食品バイオテクノロジー ３ ２

選択 FOS307 食品安全学 ３ ２

選択 BIC301 生体高分子化学 ３ ２

選択 AHS301 実践スポーツ栄養学 ３ ２

選択 AHS302 栄養疫学実習 ３ １

選択 HSS301 スポーツ心理学 ３ ２

選択 FOS303 HACCP論 ３ ２

選択 APM301 食品微生物制御学 ３ ２

選択 FOS308 食品加工貯蔵学 ３ ２

選択 APB301 応用酵素学 ３ ２

選択 CIV301 実務研修 ３ ２

選択 THE401 卒業研究 ４ ２

選択 THE402 卒業論文 ４ ２

選　　択

選択 ALG101 微分積分学 １ ２

選択 STS101 生物統計学 １ ２

選択 HLS205 味とニオイの科学 ２ ２

選択 FOS207 機器分析 ２ ２

選択 FOS206 フードエンジニアリング ２ ２

選択 APM202 微生物利用学 ２ ２

選択 PMB202 植物生理学 ２ ２

選択 HLS202 食品物性論 ２ ２

選択 APM201 微生物生理学 ２ ２

選択 BPC201 物理化学 ２ ２

選択 ECO201 地域産業論 ２ ２

選択 HLS203 美味しさの科学 ２ ２

選択 PMB201 植物バイオテクノロジー概論 ２ ２

選択 APM304 プロバイオティクス ３ ２

選択 ECO301 マーケティング入門 ３ ２

選択 APM303 食品微生物利用学 ３ ２

選択 FOS309 生物資源利用学 ３ ２

選択 AMC301 遺伝子工学 ３ ２

選択 HLS303 スパイスの科学 ３ ２

選択 APC301 香粧品化学 ３ ２

選択 SGB301 植物遺伝育種学 ３ ２

選択 BLS301 生理生化学 ３ ２

選択 HLS302 ソムリエ講座 ３ ２

選択 PMC301 予防・臨床栄養学 ３ ２

選択 CPH301 食品添加物概論 ３ ２

選択 SGB302 動物バイオテクノロジー ３ ２
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EDU401 教職実践演習（中・高）
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2018年度入学生用
食環境科学部食環境科学科スポーツ・食品機能専攻　教育課程表

１ ２ ３ ４

※斜体になっている科目は「食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）」を得るために必要な科目です。
　詳細はP104を参照してください。
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１ ２ ３ ４

※斜体になっている科目は「食品衛生管理者および食品衛生監視員（任用資格）」を得るために必要な科目です。
　詳細はP104を参照してください。
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　2018年度以降入学生用

１ ２ ３ ４

※開放領域（他学部他学科）については，履修登録期間内に以下の手順で申請を行ってください。

　（ToyoNet-Gからダウンロードできます。）
①　申請書の作成

②　申請書の提出
　　申請書は履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください。  
（併せて，学生本人がWeb上で登録する必要があります）。
③　履修登録の確認
　　板倉事務課が指定する期間に，申請した科目が登録されているか必ず確認してください。申請が許可されなかった場合
は履修登録の修正が可能です。
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第４章　健康栄養学科
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ディプロマ・ポリシー（卒業の認定及び学位授与に関する方針）

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

アドミッション・ポリシー（入学者受入れに関する方針）
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１年次

２年次

３年次

４年次

５　４年次必修授業受講条件

　　　　教職課程の教職に関する科目（教職概論，教育心理学等）（Ｐ92参照）
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めます（Ｐ74参照）。履修した単位は開放領域（他学科）の卒業単位に組み入れら
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2017年度以降 入学生用
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４
食環境科学部健康栄養学科　教育課程表
2017年度以降入学生用

１ ２ ３
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４１ ２ ３
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－ 52 －

※開放領域（他学科）については，履修登録期間内に以下の手順で申請を行ってください。

　（ToyoNet-Gからダウンロードできます。）
①　申請書の作成

②　申請書の提出
　　 申請書は履修登録期間内に板倉事務課窓口に提出してください。
（併せて，学生本人がWeb上で登録する必要があります）。
③　履修登録の確認
　　 板倉事務課が指定する期間に，申請した科目が登録されているか必ず確認してください。申請が許可されなかった場合
は履修登録の修正が可能です。

１ ３ ４
授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目 授 業 科 目

食環境科学部　食環境科学科　　専 門 科 目
フードスペシャリスト特別講義
スポーツと栄養学

健康栄養学科の開放領域 ……食環境科学部食環境科学科の専門科目で食環境科学部健康栄養学科の学
生が履修可能な科目

－ 72 －

２
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１．英語単位認定制度

２．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

３．英語特別教育科目　LEAPプログラム

４．ランゲージセンター課外英語講座

５．大学院開講科目履修制度

６．成績優秀者表彰制度

７．実務研修（食環境科学科のみ）

８．東京外国語大学の単位互換制度
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１．対象学生

２．制度の趣旨

３．単位認定基準

４．資格の取得期日について

５．申請時提出書類

６．申請期間

７．成績評価

８．学期を超えた申請につ

いて

９．追加申請について

　食環境科学部に在籍する学生

　必修科目への出席が免除されることによって空いた時間を，さらに上級のレベル

を目指した英語学習に充当してもらうことを目的とした制度です。

　取得資格に応じて，以下の基準により認定する。

資格の
種類 英検 国連英検 TOEIC

（IP含む）
TOEFL
（PBT・ITP）

TOEFL
（iBT） 認定科目と単位数

認定基準 準１級以上 A級以上 990～645 677～520 120～68 下記科目のうち４科目４単位
２級 B級 644～495 519～467 67～51 下記科目のうち２科目２単位

　＊認定対象科目：English Communication Ⅰ（１単位），

　　　　　　　　　English Communication Ⅱ（１単位），

　　　　　　　　　Integral English Ⅲ（１単位），Integral English Ⅳ（１単位），

　　　　　　　　　Applied English Ⅰ（１単位），Applied English Ⅱ（１単位）

　申請日より遡って２年以内に認定された資格を対象とします。

　ａ．生命科学部・食環境科学部　英語単位認定申請書

　ｂ．各検定試験のスコアコピー，スコアレポート，スコア認定書，合格証書，試

験結果通知など

　各学期の履修登録期間中

　＊なお，申請した科目については履修登録を行わないでください。

　（年間履修制限単位には含まれません）。

　評価は各学部教授会の承認を経て「Ｔ」（Transfer）とします。

　単位認定は申請学期に開講している科目が対象です。よって，ひとつの資格によ

る単位認定が複数学期にわたる場合，学期ごとに申請を行わなければなりません。

①本制度により単位認定を受けたのち，新たに上級資格の認定を受け，追加の申請を

希望する場合には，追加の単位認定を申請することができます。その場合は，既に
単位認定を受けている科目（単位）に加え，２科目２単位を申請することになります。

②同一の認定基準において認定する単位は一度限りとし，他の資格を取得しても

追加申請はできません。（つまり，英検２級によって２単位を認定された場合，

TOEICの644点を取得しても，新たに２単位の認定を申請することはできません。）

１．英語単位認定制度

－ 62 －
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　TGLプログラムは，東洋大学生が国内外で活躍できるグローバル人財となるた

めに，「異文化環境における英語運用表現能力」，「文化的な価値創造能力」，「異文

化環境における課題解決能力」の３要素を強化することを目的としています。こ

れらの目的に沿って，「Gold」「Silver」「Bronze」のランクごとに７つの認定要件を

定め，各要件を満たした学生をToyo Global Leaderとして認定します。

　下記のとおり，ランクごとに認定要件が設定されています。１．認定要件

２．Toyo Global Leader（TGL）プログラム

認定要件 TGL Gold TGL Silver TGL Bronze

730点

（２）外国語による授業科目の修得 40単位

（３）英語による卒業論文等執筆 必須

（４）海外留学・インターンシップ 必須 どちらか
を必須（５）海外アクティビティ 必須

（６）東洋グローバルリーダーキャンプ 必須（運営） 必須（参加） 必須（参加）

（７）Toyo Global（TG）ポイント 30ポイント 20ポイント 10ポイント

２．認定要件について （１）英語能力

（２）外国語による授業科目の修得

　　　　開講言語が外国語の授業科目および基盤教育の語学科目の修得単位数を加

算していきます。また，海外留学や海外インターンシップ等により認定され

た科目の単位数も加算できます。

（３）英語での卒業論文等執筆

　　　　執筆言語を問わず卒業論文等（指導教員が認めるもの）を執筆した場合，

所定のフォーマットで英文要旨を提出することで認定します。

（４）海外留学・インターンシップ

　　　　海外での活動が連続で３週間（現地入国から出国までが21日間）以上の留

学やインターンシップを対象とします。大学で開催しているプログラムのほ

か，学外機関が主催するプログラムも活動内容等により対象となります。な

お，単位認定の有無は問いません。

　英語資格試験のスコアにより認定します。TOEIC®L&R（公開テスト

およびIPテスト）のほか，TOEFL iBT®，TOEFL ITP®，IELTS™のスコアを

TOEIC®L&Rスコアに換算します。なお，スコアは在学中に受験したものに

限ります。

（１）英語能力（TOEIC® L&R） ―

10単位

―

―

―

590点

20単位

―
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（５）海外アクティビティ

　　　　上記（４）に該当しない，海外での活動が連続で１週間（現地入国から出

国までが７日間）以上の留学，研修，インターンシップ，ボランティア等の

活動を対象とします。大学で開催しているプログラムのほか，学外機関が主

催するプログラムも活動内容等により対象となります。なお，単位認定の有

無は問いません。

（６）東洋グローバルリーダーキャンプ

　　　　本学で実施する「東洋グローバルリーダーキャンプ」への参加（または運

営チームとしての参加）により認められます。

（７）Toyo Global（TG）ポイント

　　　　国内外の国際交流活動（海外留学，インターンシップ，ボランティア，国

際シンポジウム等）および課外語学講座等への参加がポイントの対象となり

ます。ポイントは各活動期間に応じて付与します。

【TGLプログラムの仕組み】

　一度の取り組みで複数の認定要件に当てはまる場合があります。

　交換留学で１年間海外渡航（TOEFL ITP®550点を保有）。

　　認定（TOEIC®Ｌ＆Ｒ730点に換算）

　また，留学中１週間のボランティア活動に従事し，「短期会議実習Ⅰ」（１単位）

が認定された。
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【TGLプログラム問い合わせ先】

　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス　８号館１階）

　TEL：03－3945－7827

　E-mail：ml-tgl@toyo.jp

　LEAP（Learning English for Academic Purposes）プログラムは将来海外留学を
目指す学生や、英語力を高めたいと希望する学生を対象とした学術英語プログラム
です。英語力のみならず、大学レベルの授業を英語で受けるのに対応できるだけの
学習スキルの習得も目指します。LEAPの授業は英語で行われるため、内容を理解
し、課題などをこなしていくために基礎的な英語力が必要となります。修得した単
位は卒業単位として認められます。

　LEAPはEAP AとEAP Bの２つの科目に分かれています。各学期いずれかの科目
を開講します。
　Ａ科目（週１日２コマ連続、２単位）・・・ListeningとSpeakingに特化した科目
　Ｂ科目（週１日２コマ連続、２単位）・・・ReadingとWritingに特化した科目

　TOEFL ITP® 500点程度以上を取得している場合は、白山キャンパスに通学でき
る事を条件にPSAを受講することができます。PSAは次の3科目（それぞれ週１回･
１単位）から成ります。
 Basic Academic Writing（BAW）… 英語で論文を書くための基礎を学習
 Academic Essay Writing（AEW）… BAW修了生対象で、より高度な論文作成スキルを学習
 College Study Skills（CSS）…留学してからの受講スキルを学習

＜申込・お問い合わせ＞
　プログラムの詳細はToyoNet-ACE「TOYO GLOBAL DIAMONDS（国際交流情
報）」コース内、「語学学習　LEAP・ランゲージセンター・課外講座」を確認してくだ
さい（春学期履修の案内は前年11月頃、秋学期履修の案内は５～６月頃配信予定）。
https://www.ace.toyo.ac.jp/ct/course_1324577

  LEAPプログラムについての問い合わせ先
  LEAPオフィス（白山キャンパス8号館2階）
  Email: mlleapoffice@toyo.jp　　　TEL: 03-3945-7341

３．英語特別教育科目  LEAPプログラム

　プログラムの詳細は，ToyoNet-ACE「TOYO GLOBAL DIAMONDS
（国際交流情報）」コース内，「東洋グローバルリーダープログラム」を
確認してください。
https://www.toyo.ace.toyo.ac.jp/ct/course_1324577
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４．ランゲージセンター課外英語講座

＜キャンパス内留学＞ 
T oyo A chieve E nglis h 
英語講座

課外英語資格試験対策講座

ランゲージセンター
ライティング指導講座

　ランゲージセンター課外英語講座についての問い合わせ先
　国際部〔ランゲージセンター〕（白山キャンパス 8号館1階）
　Email：ml_lc_global@toyo.jp　Tel：03-3945-8172

　ランゲージセンターでは，海外留学や英語力向上を目指す学生のサポートを行っています。全キャンパスにて英
会話講座，各種テスト対策講座や英語によるライティング指導を実施していますので，ぜひ活用してください。

　フィリピン人講師による会話を中心とした５キャンパスで学べる英語講座で
す。授業の空き時間を有効に使って毎日学べる少人数制のグループレッスンと，
自分のレベルや希望に合った授業を受講できるマンツーマンレッスンを開講して
います。また，キャンパスによってTOEIC 講座や夏休み・春休み中の集中講座を
開講するなど，年間を通じてプログラムを提供しています。

　春学期，夏休み及び秋学期に，TOEFL・IELTS・TOEICのスコア向上を目的と
した課外英語資格試験対策講座を実施しています。

①コンファレンスライティング（Conference Writing）
　　２週間に一度，決められたスケジュールで受講する１回30分，１学期６回の
ライティング個別指導プログラムです。カリキュラムに則り英語論文を書くた
めの基礎的な知識とライティングスキルを段階的に学びます。

②スペシャルアカデミックライティング（Special Academic Writing）
　　２週間に一度，決められたスケジュールで受講する１回30分，全６回のライ
ティング個別指導プログラムです。１学期完結型で，各種英文ライティングの
基礎を学びます。

③ライティングテスト対策（Prep for Writing Tests）
　　２週間に一度，決められたスケジュールで受講する１回30分，全６回のライ
ティング個別指導プログラムです。IELTS™やTOEFL iBT®などの英語資格試験
のライティングパートに特化してスコアアップを目指します。

④ライティング相談（Writing Consulting）
　　主に英文ライティングに関するアドバイスを30分間個別で受けることができ
るプログラムです。海外プログラムへの申込書，英文履歴書，英語での卒業論
文・要旨作成等に利用可能です。

⑤特別講座（Special Programs）
　　交換留学，海外インターンシップなど特定のプログラムの準備対策講座を開
講しています。プログラム詳細については開講時にお知らせします。

講座内容・募集の詳細についてはToyoNet-ACE「TOYO GLOBAL DIAMONDS
（国際交流情報）」コース内，「語学学習 LEAP・ランゲージセンター・課外
講座」を確認してください。

https://www.ace.toyo.ac.jp/ct/course_1324577
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１）制度の概要

２）申込手続き

　食環境科学部では，食環境科学研究科との６年間一貫教育を推進しており，食環境科学部学生に食環境科学研究科

で実施している学術レベルの高度な科目を勉学する機会を与えることを目的として，４年生が大学院開講科目を履修

できる「大学院開講科目履修制度」を導入しています。

　本制度の概要は次のとおりですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

５．大学院開講科目履修制度

（１）本制度は，食環境科学部４年生が本学大学院食環境科学研究科開講科目を履

修できる制度です。

（２）本制度により修得した単位は，本学大学院食環境科学研究科博士前期課程に

入学時に，所定の手続きをとることにより，大学院の単位として認定されます。

（３）本制度を利用できるのは，以下の項目を満たす者とします。

　　（ア）本学部４年次に在学中であり，卒業研究を行なっていること。

　　（イ）本学部卒業後，本学大学院食環境科学研究科博士前期課程に入学する予

定であること。

　　（ウ）卒業研究指導教員の推薦があること。

　　（エ）履修を希望する大学院開講科目担当教員の履修許可を得ていること。

（４）本制度で履修できる科目は，当該年度に博士前期課程で開講されている講義

科目です。

（５）本制度により履修する科目は，本学部の自由科目として取り扱います。従っ

て，卒業単位数に含めることはできません。また，本制度により履修する科

目は，年間履修単位数に含まれます。

（６）本制度により履修できる上限単位数は，第４年次在学中に合計10単位まで

とします。

（７）本制度により修得した成績評価は，学部の成績原簿・成績表・成績証明書に

記載されます。

　履修登録期間内に「大学院開講科目履修制度」申込用紙を板倉事務課窓口に提出

してください。申込用紙は履修登録期間内にToyoNet-Gからダウンロードできます。
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６．成績優秀者表彰制度
　食環境科学部では優秀な成績を修めた学生を表彰する制度があります。下記の基

準を満たす各学科・各学年の上位10名程度を「成績優秀者」として選出し，翌年度

４月のオリエンテーション時（４年生のみ卒業証書授与式時）に表彰します。

（成績優秀者選出基準）

　１年次―年間（当該年度）40単位以上修得

　２年次―年間（当該年度）38単位以上修得

　３年次―通算116単位以上修得（通算GPAの上位者）

　４年次―通算124単位以上修得（通算GPAの上位者）

。すまし慮考を上以5.2APGの度年該当，し用適を度制APG ※　

　※ 同順位の場合は「S」及び「A」評価の科目合計を優先し，同数の場合は「S」

評価の科目数を優先します。

７．実務研修（食環境科学科のみ）

概要は次の通りですので，希望者は下記の事項を熟読し，必要な手続きを行ってください。

　企業等の製造所・研究室，公的試験研究機関での実習を通して，講義と実社会と

の関連を理解し，大学での授業では接することのできない産業界の現状，現場にお

ける技術体験を通して，社会における物事の考え方を習得することを目的としま

す。研修期間は夏季休暇期間中となり，研修後にはレポート提出及び報告会を行い

ます。

　実務研修については，春学期にガイダンスを実施しますので，履修希望者は必ず

出席してください。詳細は中央掲示板に掲示しますので，各自で必ず確認してくだ

さい。

　実務研修の単位数は２単位です。実務研修の単位は，その学期で履修できる上限

単位数に含まれます（卒業に必要な単位として認められている単位のみ）。

　履修希望者は，３年次秋学期に必ず履修登録をしてください（別途「授業時間割

表」を参照してください）。

　１．実務研修の概要

　２．ガイダンスについて

　３．実務研修の履修方法
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８．東京外国語大学の単位互換制度
　東洋大学では語学科目を中心とした多様な学習機会を拡充することを目的とし

て、2018年度より、東京外国語大学との間における単位互換協定を締結しました。

これに伴い、東京外国語大学の授業の一部を履修することが可能になりました。

　ここでは、東京外国語大学の科目を履修するにあたっての条件、履修方法などを

規定しています。詳細は、東京外国語大学の履修要覧・シラバスを参照するととも

に、所属学部教務担当課までお問合せください。

　学部２年次以上

　学期の履修単位数の制限内かつ，（入学前も含む）本学以外の大学等で取得でき

る単位数は60単位を上限とする。

　東京外国語大学では「特別聴講学生」として在籍することになります。

　東京外国語大学府中キャンパス（所在地：〒183-8534 東京都府中市朝日町3-11-1）

　所属学部教務担当課で確認してください。ただし、都合によって履修可能科目

が変更になることがあります。また、本学と東京外国語大学双方の曜日時限が重

複する科目や移動時間も含めて授業開始時刻に間に合わない科目を履修すること

はできません。

①「特別聴講願」を所属学部教務担当課窓口で受け取り、所定の期間内に所属学

部教務担当課窓口に提出してください。

②提出された「特別聴講願」をもとに、東京外国語大学が受講の可否を決定しま

す。

③第１回目の講義に出席し、東京外国語大学の授業担当教員へ「東洋大学食環境

科学部」の学生である旨と聴講申請手続き中である旨、申し出てください。

④受講の正式な可否については、ToyoNet-Gにてお知らせを配信しますので、確認

のうえ、受講可の学生は東京外国語大学で所定の手続を行ってください。

　東京外国語大学の制度によります。追・再試験は原則行いません。

　東京外国語大学からの成績到着後、当該科目の単位の認定を希望する場合は、

所属学部教務担当課窓口まで、「単位認定申請書」を提出してください。教授会

での審議後、申請が認められる場合は「T」評価として認定します。

東京外国語大学入構時には「学生証」を必ず携帯し、東洋大学の学生であること

を示すこと。その他、東京外国語大学の学則に従い、規律ある行動をとること。

１.  対象学生

２.  履修可能単位数

３.  学籍の取扱い

４.  開講キャンパス

５.  履修可能科目

６.  履修手続

７.  試験

８.  単位認定

食
環
境
科
学
部
／
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

－ 83－



食
環
境
科
学
部
／
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

－ 84－



諸
資
格

－ 85－



諸
資
格

－ 86－



（専攻）

　（フードサイエンス専攻）
（スポーツ・食品機能専攻）
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本学の学生は，本学における最低修得単位数を履修かつ修得しなければなりません。Ｐ90～Ｐ95の本学にお
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－ 67 －－ 89 －

〈表３〉「教科に関する科目」一覧表（中・高－理科）（免許法施行規則第３条・第４条）

１．○：必修科目，２．科目の単位数は２単位（生物学実験は３単位），３．斜体は基盤教育科目

免許法施行規則に
定める科目区分 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

物　　理　　学

○物理Ⅰ
○物理Ⅱ

物 理 学 実 験
（コンピュータ活用を含む）

○物理実験

化　　　　　学

○基礎化学
　無機化学

○基礎生化学
　有機化学Ⅱ

　生体高分子化学

化　学　実　験
（コンピュータ活用を含む）

○化学実験

生　　物　　学

○生物学
　基礎微生物学

○分子生物学概論
　細胞生物学
　植物生理学

生 物 学 実 験
（コンピュータ活用を含む）

○生物学実験

地　　　　　学
○地学

地　学　実　験
（コンピュータ活用を含む）

○地学概論
　（実験を含む）

「教科に関する科目」
必要単位数 中学校１種・高等学校１種　：　２3単位以上

免許取得のための
必要単位数の合計
（教職＋教科）

中学校１種・高等学校１種　：　５８単位以上

（コンピュータ活用を含む。）

（コンピュータ活用を含む。）

（コンピュータ活用を含む。）

（コンピュータ活用を含む。）

化　　　　　学

2018年度以降食環境科学科フードサイエンス専攻入学生用
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〈表３〉「教科に関する科目」一覧表（中・高－理科）（免許法施行規則第３条・第４条）

食環境科学科スポーツ・食品機能専攻入学生用

１．○：必修科目，２．科目の単位数は２単位（生物学実験は３単位），３．斜体は基盤教育科目

免許法施行規則に
定める科目区分 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

物　　理　　学

○物理Ⅰ
○物理Ⅱ

物 理 学 実 験
（コンピュータ活用を含む）

○物理実験

化　　　　　学

○基礎化学Ⅰ
　無機化学

○基礎生化学
　有機化学Ⅱ

　生理生化学

化　学　実　験
（コンピュータ活用を含む）

○化学実験

生　　物　　学

○生物学
　基礎微生物学

○分子生物学概論
　細胞生物学
　植物生理学

生 物 学 実 験
（コンピュータ活用を含む）

○生物学実験

地　　　　　学
○地学

地　学　実　験
（コンピュータ活用を含む）

○地学概論
　（実験を含む）

「教科に関する科目」
必要単位数 中学校１種・高等学校１種　：　２３単位以上

免許取得のための
必要単位数の合計
（教職＋教科）

中学校１種・高等学校１種　：　５８単位以上

（コンピュータ活用を含む。）

（コンピュータ活用を含む。）

（コンピュータ活用を含む。）

（コンピュータ活用を含む。）

〈食環境科学科スポーツ・食品機能専攻〉2018年度以降食環境科学科スポーツ・食品機能専攻入学生用
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〈表３〉「栄養に係る教育に関する科目」一覧表（栄教一種）（免許法施行規則第３条・第４条）

健康栄養学科入学生用

すべて必修科目

免許法施行規則に
定める科目区分 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

栄養教諭の役割及び職
務内容に関する事項

○学校栄養教育の基礎
幼児，児童及び生徒の
栄養に係る課題に
関する事項

食生活に関する歴史的
及び文化的事項

食に関する指導の方法
に関する事項

○学校栄養教育の実践

「栄養に係る教育に
関する科目」
必要単位数

栄養教諭１種　：　　４単位以上

免許取得のための
必要単位数の合計
（教職＋栄養）

栄養教諭１種　：　２８単位以上栄養教諭１種　： ２８単位以上
（教職に関する科目２４単位＋栄養に係る教育に関する科目４単位）

〈健康栄養学科〉2017年度以降健康栄養学科入学生用

１．○：必修科目，２．科目の単位数は２単位

－ 91 －
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　教育職員免許状一括申請に関するスケジュール

＜４年次＞
10月  教育職員免許状一括申請説明会の掲示

 教育職員免許状一括申請説明会12月上旬

　※スケジュールは変更となる場合があります。日程の詳細・変更のお知らせはすべて中央掲示板にて行いますので，

必ず確認してください。

卒業式当日  教育職員免許状授与（交付）　印鑑持参のこと

１月下旬 免許状記載内容の最終確認，群馬県教育委員会に提出する書類の作成

11月

中旬

　従って，教員をめざす学生は１年次から意識的・意欲的に教職課程の学びを継続し，学修の成果と課題を記録して

おくことが求められます。本学では「教職パスポート」を用意してその一助としており，「教職パスポート」を活用

して，４年間の学修の流れを継続的・系統的に，目に見えるかたちで記録していくことが求められます。「教職パス

ポート」を管理し活用していることが「教職実践演習」の履修条件のひとつとなるので，大切に保管し活用するよう

にしてください。なお，２年次終了時点で「教職パスポート」の中間点検を行い，必要に応じて指導・助言を行いま

す。教職への適性が疑われる場合には進路の変更を促す場合もあるので，しっかりとした自覚をもって学修に取り組

んでください。

　教育職員免許状に必要な単位を修得した学生は，教育免許状の取得が見込まれる年度に教育職員免許状申請の手続

きをする必要があります。通常は大学を通して教育職員免許状の申請（以下一括申請）を下記のスケジュールに従っ

９）教育職員免許状一括申請について

て行うのではなく，１年次から継続的にくり返し自らの教職への意志や適性を問いつづけるというものです。

て行います。これらの手続きを怠った場合は，卒業時に教育職員免許状が授与されなくなるので注意してください。

ただし，栄養教諭の教育職員免許状は個人申請が必要となりますので，申請をする自治体の教育委員会に各自で問い

合わせてください。
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れた科目を修得することで国家資格の任用資格を得ることができます。（P103～P105参照）
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食環境科学部健康栄養学科

区　　分 基本科目名 授業科目名 配当学年 単位数 履修方法

Ａ群
　化学関係

分析化学 食品分析学 １ ２ 選択
有機化学 基礎化学 １ ２ 必修

生体高分子化学 ３ ２ 選択
無機化学 現代化学 １～４ ２ 必修

Ｂ群
　生物化学関係

生物化学 生化学 １ ２ 必修
生化学実験Ⅰ ２ １ 選択
生化学実験Ⅱ ２ １ 選択

食品化学 食品学Ⅰ １ ２ 必修
食品学実験Ⅰ ２ １ 必修
食品機能学 ３ ２ 選択

食品分析学 食品機能性分析学 １ ２ 必修

Ｃ群
　微生物学関係

微生物学 微生物学 １ ２ 必修
微生物学実験 ２ １ 選択

食品微生物学 食品学Ⅱ ２ ２ 必修

Ｄ群
　公衆衛生学 
関係

公衆衛生学 社会・環境と健康Ⅱ ２ ２ 必修
食品衛生学 食品衛生学 ２ ２ 必修

食品衛生学実験 ２ １ 必修
衛生行政学 食品安全学 ３ ２ 選択

Ｅ群
　その他の 
関連科目

水産化学，畜産化学，放射線科
学，乳化学，食肉化学，高分子
化学，生物有機化学，環境汚染
物質分析学，酵素化学，食品理
化学，水産生理学，家畜生理
学，植物生理学，環境生物学，
応用微生物学，酪農微生物学，
病理学，医学概論，解剖学，医
化学，産業医学，血液学，血清
学，遺伝学，寄生虫学，獣医
学，栄養化学，衛生統計学，栄
養学，環境保健学，衛生管理
学，水産製造学，畜産品製造
学，農産物製造学，醸造調味食
品製造学，乳製品製造学，蒸留
酒製造学，缶詰工学，食品工
学，食品保存学，冷凍冷蔵学，
品質管理学，その他これらに類
する食品衛生に関する科目等

解剖生理学 １ ２ 必修
基礎栄養学Ⅰ １ ２ 必修
公衆栄養学Ⅰ ２ ２ 必修
応用栄養学Ⅰ ２ ２ 必修
臨床栄養学Ⅰ ２ ２ 必修
臨床栄養学実習Ⅰ ３ １ 必修
公衆栄養学実習 ３ １ 必修
臨床栄養学実習Ⅱ ３ １ 必修
基礎栄養学Ⅱ １ ２ 選択
基礎栄養学実験 １ １ 選択
フードエンジニアリング ２ ２ 選択
分子生物学概論 ２ ２ 選択
解剖生理学実験 ２ １ 選択
応用栄養学Ⅱ ２ ２ 選択
公衆栄養学Ⅱ ２ ２ 選択
食品学実験Ⅱ ２ １ 選択
臨床栄養学Ⅱ ３ ２ 選択
臨床栄養学Ⅲ ３ ２ 選択
食品バイオテクノロジー ３ ２ 選択
スポーツ栄養学 ３ ２ 選択

※Ａ群～Ｄ群については，必修科目をすべて修得し，選択科目から６単位以上を修得すること。
※Ｅ群については，必修科目をすべて修得し，選択科目から８単位以上を修得すること。
※編入学により入学した学生は，食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格を取得することはできない。
※転入学により入学した学生が資格を取得する場合は，「食品衛生管理者及び食品衛生監視員の登録養成施設」として登録さ
れた学校の養成課程からでないと認めない。また，登録養成施設であっても既に取得した単位が当学校の科目内容と一致
しなければ，資格取得に必要な単位数と認めない。
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学　　科 コード

生命科学科 １９１０

応用生物科学科 １９２０

食環境科学科 １９３０

学籍番号（10桁）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

入学年度
（西暦下２桁）

番号（001～　）

通学課程………０
科目等履修生…９

学
生
区
分

↓

学　科（専攻）　 コード
食環境科学科
（フードサイエンス専攻） １Ｃ１１

食環境科学科
（スポーツ・食品機能専攻） １Ｃ１２

健康栄養学科 １Ｃ２０
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○納 付 金

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　休学が許可された場合は，休学許可書を保証人宛に郵送します。

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，教学課窓口へ相談してください。

　休学の手続き期間は，その年度の春学期６月30日，秋学期12月31日までです。

休学期間を延長する場合

　復学手続きの案内郵送後，休学を延長することになります。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

　手続きは原則として学生本人が行ってください。ただし，やむを得ない事情があ

る場合は，板倉事務課窓口へ相談してください。

休　学　復　学

○手 続 き

２セメスタを連続して休学する場合（当該学期に引き続き次学期も休学する場合） 

　連続休学する場合，次学期分の授業料・実験実習料を除く納付金は納入しなけれ

ばなりません。

　復学の対象者（当該学期休学者）には，教学課から復学手続きの案内，復学に必

要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

　復学する場合は，案内にしたがって，指定した期間内に手続きをしなければなり

　復学の対象者（当該学期休学者）には，板倉事務課から復学手続きの案内，復学

に必要な書類及び納付金振込用紙を各学期末月の下旬頃に保証人宛に郵送します。

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を４月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。ただし，施設金は半期分の半額等を納入する必要が

あります。

　　　　全額一括納入した場合は，第１期（春学期）分の授業料・実験実習料およ

び第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合

　　　①春学期の途中で休学する場合，第１期（春学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金を払い戻しいたし

ます。

（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合

　　　　休学日を10月１日付として扱い，納付金のうち授業料・実験実習料は納入

する必要はありません。ただし，施設金は半期分の半額等を納入する必要が

あります。

　　　　第２期（秋学期）分の納付金を納入した場合は，第２期（秋学期）分の授

業料・実験実習料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合

　　　　秋学期の途中で休学する場合，第２期（秋学期）の納付金は払い戻しをい

たしません。
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○納 付 金

○履修方法

退　　　　学

○手 続 き

○納 付 金

退 学 再 入 学

○手 続 き

（１）休学者が復学する場合の納付金は，入学年度の額が適用されます。

（２）１セメスタ（半期）休学する場合，全額一括納入・分割納入の選択が可能な

　　　納入期は，第１期（春学期）とします。

　　　第２期（秋学期）に復学する場合は，復学時に１セメスタ（半期）分の納付

金を納入することになります。

　休学期間中の履修登録科目は，全て無効となります。

※詳細な履修方法については，復学の手続き後，教学課窓口で履修指導を受けてく

ださい。

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，所属学部教授会の許可を得て退学

することができます。（学則第36条） 

　退学を希望する場合は，教学課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて教学課窓口へ提出してください。

　なお，事故・病気等の場合には，事故証明書，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，教学課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

　　　　退学日を前学期の末日付として扱い，当該年度・学期の納付金を納入する

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

　　　①春学期の途中で退学する場合は，第１期（春学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　　　②全額一括納入した場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻しいたし

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

　　　　秋学期の途中で退学する場合は，第２期（秋学期）分の納付金は払い戻し

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに教学課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必要事

項を記入し，保証人連署の上，教学課窓口へ提出してください。

け受を導指修履で口窓課務事倉板，後き続手の学復，はていつに法方修履な細詳 ※

てください。

　退学を希望する場合は，板倉事務課で退学に関する指導を受け，許可願用紙に必

要事項を記入し，保証人連署の上，学生証を添えて板倉事務課窓口へ提出してくだ

さい。

　なお，病気・怪我が理由の場合には，医師の診断書が必要です。

　これらの手続きは学生本人が行ってください。ただし，やむを得ず本人が手続き

できない場合には，板倉事務課窓口に相談してください。

　退学が許可された場合は，退学許可書を保証人宛に郵送します。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合

るす入納を金付納の期学・度年該当，い扱てしと付日末の期学前を日学退　 　　　

必要はありません。

（２）春学期中に退学する場合

し戻い払は金付納の分）期学春（期１第，は合場るす学退で中途の期学春 ①　　　

をいたしません。

したいし戻い払は金付納の分）期学秋（期２第，は合場たし入納括一額全 ②　　　

ます。

（３）秋学期中に退学する場合

し戻い払は金付納の分）期学秋（期２第，は合場るす学退で中途の期学秋　 　　　

をいたしません。

　退学した学生が春学期再入学を希望する場合は１月末，秋学期再入学を希望する

場合は７月末までに板倉事務課窓口で再入学に関する説明を受け，許可願用紙に必

　○手 続 き

　○納 付 金

　○手 続 き

退 学 再 入 学

ません。

　復学に関する手続きを怠ると除籍になります。（学則第38条三）

　事情により本学での修学継続が困難な場合は，大学の許可を得て退学することが

できます。（学則第36条）
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１．海外留学・研修プログラム

　海外留学・研修プログラムの概要

　本学では，休学することなく参加できる海外留学・研修プログラムを豊富に用意しています。

　プログラムの概要は以下のとおりです。

プログラム名 ①交換留学 ②認定留学 ③協定校 
語学留学

④短期語学
セミナー

⑤海外インターンシップ・ 
ボランティア

⑥国連ユースボランティア
・ワシントンセンター

 ⑦Diversity  
Voyage

⑧日本語
パートナーズ

学部留学 語学留学 － － － －

－

１学期 
または１年

３または 
６ヶ月 ４週間 ２～６週間 約５ヶ月 約10日間

第Ⅰ期：２～３月
第Ⅱ期：８～９月

留学先大学により 
異なる

春学期：２～５月
秋学期：８～９月

夏季および 
春季休暇中 ９～10月 5～9月夏季および 

春季休暇中

あり なし あり なし

留学形態

期　　間

出発時期

語学条件

単　　位 単位認定申請可 履修登録対象 単位認定申請可 履修登録対象

東洋大学留学 
奨学金（給付型） あり なし

東洋大学海外留学 
促進奨学金（給付型） グローバルリーダー型 アクティブ型 チャレンジ型 アクティブ型 なし

プログラムの内容等は変更になる場合があります。

※1　学部留学…現地で正規課程の科目を履修及び修得することを目的とする留学
※2　語学留学…海外の大学附属の語学学校で語学を集中的に学ぶ留学
※3　１年…留学先機関によって学期制度や学期の日程が異なるため，トータルで１年間の留学期間を指す言葉として
 使用しています。
※4　単位認定申請可…留学先大学等で修得した単位に関し，本学開講科目の単位として認定を申請できます。
※5　履修登録対象…該当する本学の開講科目を履修登録できます。

　各種海外留学・研修プログラムの詳細

　①交換留学

　②認定留学

　本学が学生交換協定を締結している協定校あるいは海外学生交換コンソーシアム

（ISEP・UMAP等）に加盟する大学へ，１学期間または１年間留学するプログラム

です。東洋大学を休学することなく留学できます。原則，留学先大学の授業料は免

除となり，留学期間に応じて奨学金が支給されます。留学先の大学では正規課程の

科目を履修及び修得することを目的とします。

　本学協定校の他，学位授与権のある大学へ１学期間または１年間留学するプログ

ラムです。国や地域は問いません。東洋大学を休学することなく留学できます。原則

留学先の授業料は自己負担となりますが，認定留学として承認されると留学期間に応

じて奨学金が支給されます。留学先の大学では正規課程の科目を履修及び修得する

※1

※3

※2

※4 ※5 ※4 ※5

6～11ヶ月
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　③協定校語学留学

　④短期語学セミナー

　⑤海外インターンシップ・
　　ボランティア

　⑥国連ユースボランティア
　・ワシントンセンター（TWC）
　

　⑦Diversity Voyage

　⑧日本語パートナーズ

給付型奨学金

　〇各プログラムの詳細はホームページを確認ください。

　　　国際交流「海外留学を希望する方へ」

　　　http://www.toyo.ac.jp/site/ies/

　東洋大学では，多くの学生が海外留学研修プログラムに参加できるよう，充実した

奨学金を用意しています（プログラムや語学スコアに応じ7～150万円を給付）。

　－東洋大学留学奨学金

　－東洋大学海外留学促進奨学金

　その他、民間団体などによる奨学金もあります。

　各奨学金の要件や金額は変更になる可能性があります。

詳細は国際教育センターホームページで確認してください。

http://www.toyo.ac.jp/site/ies/10022.html

ことを目的とします。
　大学への出願・入学手続きは原則各自で行うため，留学に先立って自ら十分な情
報を収集し，綿密な計画を立てることが重要です。

　本学の海外協定校附属の語学学校へ，３ヶ月または６ヶ月の間留学するプログラムで
す。語学力の向上を目的とし，語学を学びながら様々なアクティビティやホームステイ等
を通じた異文化体験をします。原則，留学先の授業料は自己負担となりますが，条件を
満たした場合，奨学金が支給されます。また，東洋大学を休学することなく留学できます。

　夏季および春季休暇を利用した短期語学研修プログラムです。語学研修，アクティ
ビティ，ホームステイ等を通した語学力の向上と異文化理解を目的としています。

　グローバル企業で働くために必要となる英語力・異文化理解力・社会人マナーな
どの社会人基礎力を育成し，世界に羽ばたく学生を育てることを目的としたプログラ
ムです。夏季および春季休暇を利用し，２～６週間研修を行います。語学力の向上
に加え，各国の経済状況や文化風習の違いを“働く”という社会生活を通じて体験
し，今後の学生生活とキャリア形成に生かすことができます。

・国連ユースボランティア（UNYV）
　国連ボランティア計画（UNV）のコーディネートの下，開発途上国の国連事務所
や政府機関でユースボランティアとして，約５ヶ月間働く長期インターンシップです。
現地国連スタッフと共に広報活動やフィールドワーク等の業務に携わりながら，高度
なキャリア意識やリーダーシップを養うプログラムです。

・ワシントンセンター（TWC）
　アメリカの首都であるワシントンDC周辺の公的機関、NPO、企業などで15週間
の就労体験と夜間に行われる授業を通じ国際的感覚を身につけ、将来のグローバル
リーダーを育てるプログラムです。

　一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）が行う，夏季および春季休
暇を利用した短期間の海外研修です。海外で現地学生等と外国語でコミュニケーショ
ンを取りながら共創・協働することで，語学力のみならず「多様性適応力」を育みます。

　約半年～１年間，アジアの中学・高校などの日本語教師や生徒のパートナーとして，
授業のアシスタントや日本文化の紹介を行うプログラムです。
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◎海外留学・研修プログラムについての問合せ先
　　　国際部〔国際教育センター〕（白山キャンパス８号館１階）
　　　℡　03－3945－8593　Email：mlryugaku@toyo.jp
◎学籍・履修・単位認定に関する問い合わせ先
　　　板倉事務部板倉事務課
　　　℡　0276－82－9111
　　　受付時間　月～金　9：20～13：30，14：00～18：30
　　　　　　　　土　　　9：20～12：50
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　　　受付時間　月～金：9：30～17：00

　Windowsパソコンが28台設置されています。PC教室（2208・2209）での個人利

用と同じ目的・方法で利用可能です。閉館時間の15分前まで開放しています。そ

の他に貸出用ノートPC、iPadもあります。詳しくは図書館で確認してください。
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平成30年４月１日現在
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教 員 紹 介（プロフィール）

オフィスアワーについて
　学生の質問や相談に対し，教員は日常的に時間の許す限り，いつ
でも対応するように努めていますが，学生の便宜をいっそう図るた
め，オフィスアワーを設定しています。

１.オフィスアワーとは

　正課の授業とは別に学生と教員のコミュニケーションを密接にす
る場として設けた時間帯のことです。あらかじめ設定された時間帯
に専任の教員が研究室で待機し，学生からの質問や相談を受けやす
くするための制度です。学生は，自分の所属する学科の教員だけで
なく，どの学部・学科の教員を訪ねてもかまいません。
　オフィスアワーでは，授業内容に関する質問や，単位取得につい
て，学習の進め方，履修登録のプランなどの相談のほか，レポート
指導など，学習に関することをはじめ，卒業後の進路，転部・転科，
休学などの進路に関すること，留学，就職，大学院進学のための推
薦状に関することなど，学生生活全般にわたって個人的な相談をす
ることができます。
　先生方は，学生のみなさんのさまざまな相談に応じ対処してくれ
ますが，対処しきれない事柄については，他の専門の先生や，学内
外の適切な関係者（組織）を紹介してくれるでしょう。

２.オフィスアワーの活用方法

　オフィスアワーを活用する際は，ToyoNet-G（学務システム）の
シラバス「教員プロフィール」に記載されている「オフィスアワー」
の時間帯を確認し，研究室を訪問してください。予約が必要な場合
もありますので，その場合は確認をしてから訪問してください。

　※ここに記載されている内容は2015年４月時点のものです。2018
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主な担当科目主な担当科目
基礎化学，フードエンジニアリング，食品技術者と倫理

主な担当科目

学位

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー

主な担当科目

学位

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー

主な担当科目

教授　上條　賢一 1号館3階第9研究室

主な担当科目

　理学博士

春学期：水曜日　11：10～12：40，秋学期：木曜日　15：00～16：30

KAMIJO. Kenichi

主な担当科目
食品品質管理学，情報処理基礎／演習，地学Ⅰ・Ⅱ

　我々のごく身近にある複雑系（例えば、生体脳システム、食物消化吸収システム、動物生態システ
ム、地球システムなど）において、突発的な事象が生起する前に、その前兆現象としての『フラクタル次
元増大の法則』が常に成り立つかどうかを、実際のデータを用いて種々の角度から検証しています。
　急な病状の悪化や、予知不可能とされる突発的な事故や震災が生じる前には、必ず複雑で激し
い物理量の変化（カオス的状態）を伴うはずです。脳の異常、機械類の金属破断、大地震、火山噴
火などあらゆる分野において、この前兆現象を事前に捉えることができれば、病気・事故・災害を食
い止める手立てとなるかも知れません。」

教授　後藤　顕一 １号館2階第58研究室

主な担当科目

　博士（学校教育学）

月曜日　13：00～15：00

GOTO. Kenichi

主な担当科目
理科指導法ⅠA，教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）

　科学教育（化学教育），教育課程を研究しています。授業では，主に教職関係の授業を担当してい
ます。研究室では，教材開発研究，教育課程研究を行っています。
　21世紀における主な社会の変化を考えると，知識基盤社会の本格化，情報化社会の高度化，グ
ローバル化などがあげられます。日本の教育は，これら社会の変化を意識し続ける必要もあります。
大学での「主体的・対話的で深い学び」を通して，答えのないような課題について自分の考えをもって
他者と対話し，考えを比較吟味して統合し，よりよい答えや価値を創り出す力，さらなる問いを見付
け，学び続ける力，健やかで豊かな未来を創る力の獲得を目指しましょう。また，教職への志を持ち続
け，それを実現し，子どもに「求められる資質・能力」を育成できる，力のある教師を目指しましょう。

教授　大熊　廣一 1号館3階第17研究室

学位
　工学博士

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー
木曜日　11：30～13：15　これ以外の時間でも空いていれば可

OKUMA. Hirokazu

　食品の偽装表示や残留農薬など、食品産業界ではさまざまな問題が発生し、食品の安全性、食品の品質には強い関心が寄せられています。当
研究室では、食品のニオイや鮮度を簡便に可視化するバイオセンサやニオイセンサの研究やグルテンフリー食品の開発を行っています。これまで生
鮮魚介類の鮮度を計測するバイオセンサの実用化に成功しています。現在、食品中の各種成分を高感度に検出するため、第3世代型バイオセンサ
の開発を目指して、カーボンナノチューブやナノ粒子を修飾した酵素電極の開発（電極表面に導電性微粒子薄膜を作製する方法：特許第5089035
号「CNT薄膜の製造方法およびこの薄膜を用いたバイオセンサ」）、同時に多くの食品成分を分析する多機能センサの開発などを行っています。ま
た、食品の香気成分変化を簡易的に分析するニオイセンサを開発しています。これまでのニオイ測定装置では、ニオイを均一化して総合的なニオイ
を検出していました。このため、トップノートとラストノートを分けて計測することはできません。本研究では、金属酸化物半導体ニオイセンサと一定速度
で昇温できる微量試料セルを組み合わせ、香気変化を沸点順に分けて計測する非平衡蒸気検出型ニオイセンサ（特許第5177564号「ニオイ分析装
置」）で、トップノートやラストノートを分離して検出でき、私たちが鼻で感知する官能的評価に準じたニオイを計測することができます。
　一方、グルテンフリー食品の開発では、米粉を利用した麺の開発を行っています。小麦によるアレルギーやグルテンによって引き起こされる自己免疫
疾患であるセリアック病に対応したグルテンフリー食品の需要が拡大おり、本研究では小麦のような食感を持つ麺類を開発しています。

食環境科学部食環境科学科
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教授　佐々木　和生 １号館３階第５研究室

主な担当科目

学位
　博士（理学）

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー
春学期：金曜日　13：00～14：00，秋学期：火曜日　13：00～14：00

SASAKI. Kazuo

主な担当科目
生物学，生命論
主な担当科目

学位

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー

主な担当科目

　植物生理学や植物分子生物学などの成果が応用されて遺伝子組換え植物が登場しました。研究の成果を
社会に還元することは大切ですが、同時に社会に正しくかつ分かりやすく説明する義務も担っています。大学で
は勉強や研究に没頭するだけではなく、学んだこと研究したことを説明する能力を培うことが必要です。
　大学での時間は長いようで短いものです。勉強にも遊びにも意欲的に取り組んで時間を浪費しないで下さい。

教授　佐藤　　順 １号館３階第43研究室

主な担当科目

　農学博士

金曜日　11：00～12：00

SATO. Jun

主な担当科目
HACCP論，食品衛生学

　過去に食品会社で食品微生物制御，衛生管理や品質管理および品質保証の実務に長らく携わってきまし
た。食品衛生は実務主体の学問であり，大量調理施設，飲食店，食品工場のみならず，家庭での調理行為まで密
接に関連していることは言うまでもありません。中でも食品衛生微生物学分野は，相手が生き物だけに奥が深い
領域です。食品中で微生物はどのような振る舞いをするのか？食中毒や腐敗変敗を引き起こす微生物を増やさ
ないためにはどうしたらいいのか？微生物を効率的に殺菌したり，除菌するためにはどうしたらいいのか？微生物
をもっと速く簡単に検査出来る方法はないのだろうか？私たちの食生活に深く関わり，現実的で切実なこれらの
テーマについて，皆さんと一緒に学んで行きたいと思います。

HAYASHI. Kiyoshi
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　水曜日　13：00～14：00
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准教授　高橋　珠実 １号館２階第56研究室
　　　　TAKAHASHI. Tamami

主な担当科目

学位
　修士（Master of Science in Adapted Physical Education）

人体の構造と機能，小児保健

自己紹介，学生へのメッセージ
　近年の社会環境や生活環境の急激な変化は子どもだけでなく，大人の心身の健康にも大きな
影響を与えています。この研究室では，ひとの健康に関わる研究を，乳幼児から高齢者までを
対象に幅広く行っています。この分野は，ひとがイキイキとした人生を送る上で，とても重要
な分野だと考えています。心の健康，運動と健康，食と健康，環境と健康，健康スポーツ科
学，老化とその予防等について興味のある方，ぜひ一緒に学んでいきましょう。

オフィスアワー
　春学期：月曜日　11：10～12：40，秋学期：金曜日　11：10～12：40

春学期：木曜日　12：40～13：20，秋学期：火曜日　12：40～13：20
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准教授　細谷　孝博
　　　HOSOYA. Takahiro 

学位
　博士（薬学）

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

准教授　吉﨑　貴大 １号館２階第54研究室
　　　YOSHIZAKI. Takahiro

主な担当科目
　応用栄養学，栄養疫学調査，栄養疫学実習，統計解析学（大学院科目）

学位
　博士（食品栄養学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　食生活改善による健康維持・増進を将来的な目標として，生理学的な手法を用いて食生活と健康との
関わりを検討してきました。管理栄養士としての全人的な視点を軸に，ヒトを対象とした研究成果を社
会へ還元することに努めています。特に，科学的な視点で食生活と健康との関わりを考え，エビデンス
を相手に伝えられる力，さらには相手に”何が伝わるのか”を意識して行動変容を促すことが重要である
と考えています。例えば，相手の食生活を改善しようとアプローチし，食生活に関する意識や知識を伝
えられたとしても，食行動を変えられなければ健康状態の改善は見込めません。自分の知識や伝えたい
内容と，相手に伝わる内容とが乖離しないように十分なコミュニケーション能力も培う必要があります。
そのためにも，切磋琢磨できる仲間たちと学生生活を有意義に過ごし，お互いを尊敬し合える多くの仲
間を作ることも重要と考えています。

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

　我々が食品に期待することとして、味、色、香り、生理活性などの機能性があります。これら機能
性を発現するには、食品中の様々な成分が複合的・相互的に関与するため、食品に含まれる個々の成
分を調べるだけでは説明ができません。また逆に、食品そのものの機能性を調べるだけでも、その本
質にたどり着くことはできません。こうした個々の成分を明らかにし、全体を見る、または、全体を
見て個々の成分を確認することで、食品の機能性やすばらしさを科学的に証明していきたいと思って
います。
　講義や実習では、「食」についてしっかりと学び、食のすばらしさを科学的根拠とともに伝えるこ
とができる管理栄養士を目指しましょう。
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教授　辻　ひろみ １号館３階第44研究室
　　　TSUJI. Hiromi

主な担当科目
　調理学実習Ⅰ

学位
　栄養学修士

自己紹介，学生へのメッセージ
　給食を提供する施設（病院，福祉施設，学校など）の利用者に対する栄養管理は，個々人の栄
養ケアと，利用者満足を高める食事品質およびスタッフのサービス，安定した経営により成り立
ちます。今や給食を含む食事サービスには，食と健康の問題解決を目的に多くの業界が参入し，
利用者目線の付加価値をマーケティングの原理を利用した給食サービスシステムにより，計画的
な生産，サービスの展開が求められています。一方で食の文化や心を大切にする現場ニーズも重
要です。多様なニーズ，多くの専門領域の複合する給食現場を実際に自分の目で見て体験し，一
緒に学びを発展させてみましょう。

オフィスアワー
　木曜　３限

教授　辻　ひろみ １号館３階第44研究室
　　　TSUJI. Hiromi

主な担当科目
　調理学実習Ⅰ

学位
　栄養学修士

自己紹介，学生へのメッセージ
　給食を提供する施設（病院，福祉施設，学校など）の利用者に対する栄養管理は，個々人の栄
養ケアと，利用者満足を高める食事品質およびスタッフのサービス，安定した経営により成り立
ちます。今や給食を含む食事サービスには，食と健康の問題解決を目的に多くの業界が参入し，
利用者目線の付加価値をマーケティングの原理を利用した給食サービスシステムにより，計画的
な生産，サービスの展開が求められています。一方で食の文化や心を大切にする現場ニーズも重
要です。多様なニーズ，多くの専門領域の複合する給食現場を実際に自分の目で見て体験し，一
緒に学びを発展させてみましょう。

オフィスアワー
　木曜　３限

給食経営管理論Ⅰ

自己紹介，学生へのメッセージ
　どの年代においても食事作りはできるだけしたくない人が多いのが現実。給食は，人が楽し
く食べるために食品を料理に転換することで，健康につながる栄養補給を可能にしています。

オフィスアワー
　水曜日　12：40～13：20
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教授　角田　伸代 １号館３階第66研究室
　　　TSUNODA. Nobuyo

主な担当科目
　臨床栄養学Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，臨床栄養学実習Ⅰ，Ⅱ

学位
　博士（栄養学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　のんびり屋でおっちょこちょいですが，いつも明るく笑顔でいることを心がけています。研
究所，病院管理栄養士，大学教員，企業と，色々な職場に勤務した経験を生かして，わかりや
すく楽しい講義・実習ができればと思っています。大学生活は，社会人になる前の最後のオア
シス。友人や教員との出会いを大切にし，興味のあることには何にでもチャレンジして，人間
としての幅を広げてほしいと思います。

オフィスアワー
　月曜日　12：40～13：20

主な担当科目

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
【自己紹介】
　調理とは食品の持ち味を生かし，食べやすく，衛生的に，栄養効率よく，さらに見た目も美
しいおいしい食物を調製することです。調理学はそのすべての過程が研究対象ですが，種々の
調理条件における食品の化学的，物理的および組織的変化を中心に研究しています。
【学生へのメッセージ】
　健全な食生活により健全な心身がつくられます。日々の食を大切にして，充実した学生生活
を送りましょう。

オフィスアワー
　水曜日　12：00～13：00

調理科学，調理科学実験，調理学実習Ⅰ，食品加工学実習　他
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准教授　井上　広子 １号館３階第67研究室
　　　　INOUE. Hiroko

主な担当科目
栄養教育論Ⅰ，栄養教育論Ⅱ，実践栄養教育論，栄養マネジメントの実践，学校栄養教育の
基礎，学校栄養教育の実践

学位
　博士（食品栄養学）

自己紹介，学生へのメッセージ

オフィスアワー
　木曜日　12：40～13：30

准教授　太田　昌子 １号館３階第29研究室
　　　　OTA. Masako

主な担当科目
　食育論，調理と美味しさの科学

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　「夢なき者に理想なし，理想なき者に計画なし，計画なき者に実行なし，実行なき者に成功
なし，故に，夢なき者に成功なし（吉田松陰）」
　私の好きな言葉です。上記の名言に重ねると，まずは夢を持つことです。卒業時に「食環境
科学部に入って良かった（成功した）」と思うためには興味のある分野を見つけ，それを専門
分野として構築することです。
　同じ学ぶ場でも，高校と大学は全く質が異なる場です。高校は教えてもらうという受動的な
要素が強くあります。しかし，大学は自分で考え，動くという主体性が求められます。
　まずは，自分が何になりたいかを考えてください。そのために何を勉強しないといけないか
を真剣に考えてください。
　学生の皆さんが主体的に考え，動いている限り，全力でサポートをすること約束します。

主な担当科目
　実践基礎栄養学，基礎栄養学Ⅰ

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　「夢なき者に理想なし，理想なき者に計画なし，計画なき者に実行なし，実行なき者に成功なし，故に，夢な
き者に成功なし（吉田松陰）」
　私の好きな言葉です。上記の名言に重ねると，まずは夢を持つことです。卒業時に「食環境科学部に入って良
かった（成功した）」と思うためには興味のある分野を見つけ，それを専門分野として構築することです。
　同じ学ぶ場でも，高校と大学は全く質が異なる場です。高校は教えてもらうという受動的な要素が強くありま
す。しかし，大学は自分で考え，動くという主体性が求められます。
　まずは，自分が何になりたいかを考えてください。そのために何を勉強しないといけないかを真剣に考えてく
ださい。
　学生の皆さんが主体的に考え，動いている限り，全力でサポートをすること約束します。

オフィスアワー
　水曜日　12：40～14：30
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准教授　藤澤　　誠 １号館３階第28研究室
　　　　FUJISAWA. Makoto

主な担当科目
　基礎化学Ⅰ，食品衛生学実験

学位
　生命科学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　微生物の持つ機能や働きを分子レベルで調べています。これまでにNa+やK+の輸送体やATP合成酵素などの
生体エネルギーに関わるタンパク質を研究対象としてきました。現在は，食品業界で殺菌に使われる薬剤に対す
る微生物の耐性メカニズムや，ナノテクノロジーを活用した簡易迅速検査技術にも興味を持って研究しています。
　微生物研究の魅力は，それまでの人生観や生命観を一変させてしまう力があることです。例えば，彼らの住む

対する研究の対象となっています。もちろん，発酵食品に関わる微生物や食中毒に関わる微生物がいるように，
ヒトの健康や人間生活にも密接に関わっていることも大きな魅力の一つです。微生物から学び，哲学を磨いてみ
ませんか？

オフィスアワー
　金曜日　12：00－13：00

准教授　藤澤　　誠 １号館３階第28研究室
　　　　FUJISAWA. Makoto

主な担当科目
　基礎化学，食品衛生学実験

学位
　生命科学博士

自己紹介，学生へのメッセージ
　当研究室ではこれまでに，微生物のスクリーニング，微生物のゲノム解析による特徴的な遺伝子の同定，分子生物学的手法
による遺伝子の改変，タンパク質の精製と機能解析までを一貫して行うことで，微生物の持つ機能を分子レベルで包括的に理
解することを目指してきました。例えば，食塩の中からアルカリpHでよく生育する細菌を発見しました。この微生物のゲノ
ムを調べると，イオンの輸送体のイオンの結合領域に，これまでに見つかっていない変わった特徴がありました。このような
変わった特徴をうまく利用することで，特定の食品中の微生物の生育の制御を行うことができるようになると考えています。
現在は，このような微生物の制御技術の開発や微生物の簡易かつ迅速な検出技術の開発を目指して研究を行っています。
　当研究室は自分で考え，自発的に行動できる方を募集しています。研究は人類史上初めての発見（！）の連続です。また，
遺伝子を改変することで，生物史上初（‼）の機能を持ったタンパク質を作り出すことも可能です。研究にはそのような魅力
がありますが，それを証明するためには一つ一つしっかりとしたデータをとる必要があります。研究は根気のいる作業にはな
りますが，新しい発見に向けて一緒に挑戦してみませんか？

オフィスアワー
　金曜日　12：40～13：20

・研究のスキルを持ち、社会で活躍できる管理栄養士を育成したい。
・疾病の一次予防とヒトが健康で長生きできるための実践・応用学的研究をを進め、社会に還元できる成果を
あげたい。
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助教　露久保　美夏 １号館３階第68研究室
　　　TSUYUKUBO. Mika

主な担当科目
　食生活論，キャリアデザインⅠ，調理学実習，日本の食文化

学位
　博士（学術）

自己紹介，学生へのメッセージ
　食べもののおいしさは，さまざまな要因が複雑に関係して生まれてきますが，調理によって
変化する食べもののおいしさには科学的な理由があります。理論と実践を学びながらその理由
に迫り，調理やおいしさについて深く考えていきましょう。

オフィスアワー
　月曜日　12：40～13：20

講師　大瀬良　知子
　　　OSERA.　Tomoko

学位
　博士（食物栄養学）

自己紹介・学生へのメッセージ

助手　新島　慶宣
　　　NIIJIMA. Yoshinobu

学位
　学士（工学）

自己紹介・学生へのメッセージ
　こんにちは，実習指導助手の新島です。私は栄養士専門学校を卒業後，前職である社会福祉
施設の在職中に管理栄養士の資格を取得しました。
　管理栄養士の資格取得を志す皆さんに対して，私たち実習指導助手は教員の中でも学生に身
近な存在として，全力でサポートをしたいと考えております。勉強のことで困ったことや悩み
ごとができたなら，いつでも気軽に助手に相談して下さい。
　皆さんの大学生活が実り多いものとなりますよう，応援しています。

　私はこれまで、幼稚園で給食経営や食育の推進を行ってきました。自分が作成した献立が
食事となり、それを食べることが、子どもたちの成長に繋がっていく様子を目の当たりに出
来たことは、大変嬉しい経験でした。この経験は管理栄養士が社会で重要な役割を果たして
いるという確信にも繋がりました。
　一方で、それらの活動で生じた疑問を、研究（疫学手法）によって明らかにしてきまし
た。現在は、人々が持つ食意識と食行動・食事内容との関連を中心に研究を進めています。
私の担当する応用栄養学では、食事内容の評価、栄養指導、献立作成など人を対象としたと
きに必要とされる知識と技術を幅広く習得しなければなりませんが、実生活でも大変役に立
つ教科であると考えます。将来、社会で活躍できる管理栄養士になれるよう、4年間を大切に
過ごしてください。私もその素地を一緒に作っていければと思っています。
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助手　長谷川　豊  
　　　HASEGAWA. Yutaka

学位
　学士（健康栄養学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　こんにちは。実習指導助手の長谷川豊です。私は東洋大学食環境科学部健康栄養学科を卒
業し、管理栄養士を取得し一度委託給食施設に勤めた後実習指導助手になりました。
　皆さんがこの学科で過ごすことで、管理栄養士として医療や福祉だけでなく、企業や行政
など様々な分野で働く未来を想像することができると思います。私もこの学科で勉強し、管
理栄養士になり今の仕事をしていますが、その経験を助手という身近な立場から皆さんにお
伝えしていけたらと思います。
　助手として、そして先輩として応援しています。

助手　首藤　弘樹  
　　　SHUDO. Hiroki

学位
　学士（栄養学）

自己紹介，学生へのメッセージ
　大学４年間はあっという間に終わってしまいます。特に健康栄養学科は実験実習が多く、
レポートも書かなければならず、忙しいです。しかし、皆さんの将来に繋がる大事な実験実
習なので、実りあるものとなるようサポートしていきたいと考えています。また、学生生活
の中で困ったこと、就職活動、国家試験についてなど、いつでも相談にのれるようにしてお
くので、気軽に声をかけてください。卒業後のこともしっかり考え、悔いのない学生生活を
送り、最後は全員が国家試験に合格して卒業できるように祈っています。
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講師　マイケル　ランドルフ １号館２階第49研究室
　　　MICHAEL. Randolph
英語講師　アシュトン　スティーヴン　
　　　　　ASHTON. Steven  

オフィスアワー
　研究室前の掲示でお知らせします。

主な担当科目
English Communication I/II、Integral English III/IV

学位
　Master of Science (MSc) in Technology and Industrial Organisation
　Bachelor of Science (BSc) in Physics

自己紹介，学生へのメッセージ

see or hear me on television occasionally.  I like to use drama techniques in my classes, but please 

and can help you relax, be creative, improve your teamworking abilities, and build confidence ‒ 
these are all skills that good scientists, entrepreneurs and innovators need.

　Friday　13：13～14：14

　水曜日　13：20～14：50

English Communication I/II、Integral English III/IV

ソーントン　ショーン　
　　　　　THORNTON. Sean 

　MA Applied Linguistics & PgD Cultural Astronomy

　洋画や英米文学が好きで、「字幕無しで洋画を楽しみたい」「英米文学の原作を読み味わい
たい」という願望がきっかけで、紆余曲折を経てこの道に入りました。イギリス留学中、19世
紀の小説の魅力に惹かれ、この分野を中心に研究しています。
　板倉キャンパスの学生さんとは主に1年次の必修英語の授業でお会いします。授業内外で、
必要不可欠な英語力や各種英語資格試験スコア向上のサポートに努め、英語や英語圏の文化の
奥深さ・楽しさも共有できたらと考えています。ただ、英語力を身に付けるには本人の努力が
大切です。TOEICスコア、TGポイント、留学、字幕無しの洋画鑑賞など、自分なりの目標を
立て、積極的に行動してください。No pain, no gain!
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書架
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